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シジミの採れる諏訪湖

第１回「諏訪湖環境改善に係る専門家による検討の場」第１回「諏訪湖環境改善に係る専門家による検討の場」第１回「諏訪湖環境改善に係る専門家による検討の場」第１回「諏訪湖環境改善に係る専門家による検討の場」

１ シジミの種類

○日本に生息しているシジミは、固有種であるヤマトシジミ、セタシジミ、マシジミの３種類と外来種であるタイワンシジミ。○日本に生息しているシジミは、固有種であるヤマトシジミ、セタシジミ、マシジミの３種類と外来種であるタイワンシジミ。○日本に生息しているシジミは、固有種であるヤマトシジミ、セタシジミ、マシジミの３種類と外来種であるタイワンシジミ。○日本に生息しているシジミは、固有種であるヤマトシジミ、セタシジミ、マシジミの３種類と外来種であるタイワンシジミ。

○ヤマトシジミは淡水では再生産しない。食用として漁獲されるシジミ類のほとんどがヤマトシジミ。○ヤマトシジミは淡水では再生産しない。食用として漁獲されるシジミ類のほとんどがヤマトシジミ。○ヤマトシジミは淡水では再生産しない。食用として漁獲されるシジミ類のほとんどがヤマトシジミ。○ヤマトシジミは淡水では再生産しない。食用として漁獲されるシジミ類のほとんどがヤマトシジミ。

○マシジミの生息地にタイワンシジミ類が侵入すると、数年でタイワンシジミに置換されてしまうという報告例がある。○マシジミの生息地にタイワンシジミ類が侵入すると、数年でタイワンシジミに置換されてしまうという報告例がある。○マシジミの生息地にタイワンシジミ類が侵入すると、数年でタイワンシジミに置換されてしまうという報告例がある。○マシジミの生息地にタイワンシジミ類が侵入すると、数年でタイワンシジミに置換されてしまうという報告例がある。

○マシジミは、かつては小川等に多く見られたが、化学肥料、農薬、河川改修等の環境変化が原因でほとんど姿を消してしまった。○マシジミは、かつては小川等に多く見られたが、化学肥料、農薬、河川改修等の環境変化が原因でほとんど姿を消してしまった。○マシジミは、かつては小川等に多く見られたが、化学肥料、農薬、河川改修等の環境変化が原因でほとんど姿を消してしまった。○マシジミは、かつては小川等に多く見られたが、化学肥料、農薬、河川改修等の環境変化が原因でほとんど姿を消してしまった。

シジミの種類シジミの種類シジミの種類シジミの種類 ヤマトシジミヤマトシジミヤマトシジミヤマトシジミ セタシジミセタシジミセタシジミセタシジミ マシジミマシジミマシジミマシジミ タイワンシジミタイワンシジミタイワンシジミタイワンシジミ
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・日本シジミ研究所ＨＰ

・平成26年度 千葉科学大学 市民公開講座 第6回
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２ シジミの生息に適した環境（宍道湖におけるヤマトシジミ）

○○○○島根県水産試験場島根県水産試験場島根県水産試験場島根県水産試験場のののの研究研究研究研究（（（（平成平成平成平成10101010年年年年））））によるとによるとによるとによると、、、、ヤマトシジミがヤマトシジミがヤマトシジミがヤマトシジミが1,0001,0001,0001,000個体個体個体個体////㎡㎡㎡㎡以上生息以上生息以上生息以上生息するするするする環境条件環境条件環境条件環境条件はははは以下以下以下以下のとおりのとおりのとおりのとおり。。。。

水深水深水深水深：：：：3.5m3.5m3.5m3.5m以浅以浅以浅以浅 DODODODO飽和度飽和度飽和度飽和度：：：：80%80%80%80%以上以上以上以上 強熱減量強熱減量強熱減量強熱減量：：：：5%5%5%5%未満未満未満未満 シルト・シルト・シルト・シルト・粘土含有量率粘土含有量率粘土含有量率粘土含有量率：：：：10%10%10%10%未満未満未満未満

CODCODCODCOD：：：：5mg/L5mg/L5mg/L5mg/L未満未満未満未満 そのそのそのその他他他他：：：：生息生息生息生息をををを制限制限制限制限するするするする環境要因環境要因環境要因環境要因はははは底質底質底質底質のののの粒度組成粒度組成粒度組成粒度組成（（（（シルト・シルト・シルト・シルト・粘土含有率粘土含有率粘土含有率粘土含有率））））

図図図図．．．．宍道湖宍道湖宍道湖宍道湖におけるヤマトシジミのにおけるヤマトシジミのにおけるヤマトシジミのにおけるヤマトシジミの生息環境条件生息環境条件生息環境条件生息環境条件

ヤマトシジミがヤマトシジミがヤマトシジミがヤマトシジミが1,0001,0001,0001,000個体個体個体個体／㎡／㎡／㎡／㎡以上生息以上生息以上生息以上生息するするするする環境条件環境条件環境条件環境条件

ヤマトシジミがヤマトシジミがヤマトシジミがヤマトシジミが生息生息生息生息するするするする環境条件環境条件環境条件環境条件

（引用文献）

島根県水産試験場研究報告10号（宍道湖におけるヤマトシジミと環境との相互関係に関する

整理生態学研究）、島根県水産試験場、平成10年3月
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３ 諏訪湖におけるシジミの放流適正環境（マシジミ、ヤマトシジミ、セタシジミ）

水質水質水質水質 底質底質底質底質

DO NH4-N COD 硫化物 強熱減量 その他

10.5ppm以上 0.04ppm以下 20 O2mg/g 乾泥以下 0.015 Smg/g乾泥以下 1.2%以下
柔らかくシジミが潜りや

すいこと

（引用文献）

赤潮対策技術開発試験集(7)、水産庁研究部漁場保全課・長野県水産試験場諏訪支場、昭和57年3月

※湖底の流速が殆どない条件下で放流重量を回収重量が上回る場合の放流適正環境を示す（これらの条件に合うのは、水深1.5m前後の砂質地）。

流速が大きくなると環境値は緩和される。
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○○○○昭和昭和昭和昭和57575757年年年年にににに水産庁水産庁水産庁水産庁とととと長野県長野県長野県長野県がががが実施実施実施実施したしたしたした諏訪湖諏訪湖諏訪湖諏訪湖におけるシジミのにおけるシジミのにおけるシジミのにおけるシジミの放流適正環境放流適正環境放流適正環境放流適正環境はははは以下以下以下以下のとおりのとおりのとおりのとおり。。。。



４ 諏訪湖の底質環境

○○○○泥地泥地泥地泥地においてはにおいてはにおいてはにおいては強熱減量強熱減量強熱減量強熱減量10%10%10%10%以上以上以上以上、、、、全硫化物全硫化物全硫化物全硫化物0.07mg/g0.07mg/g0.07mg/g0.07mg/g以上以上以上以上であるためであるためであるためであるため、、、、シジミがシジミがシジミがシジミが生息生息生息生息できるできるできるできる環境環境環境環境ではないではないではないではない状況状況状況状況であるがであるがであるがであるが、、、、

覆砂覆砂覆砂覆砂することですることですることですることで生息生息生息生息できるできるできるできる環境環境環境環境となることがとなることがとなることがとなることが分分分分かるかるかるかる。（。（。（。（自然植生区自然植生区自然植生区自然植生区はははは人工的人工的人工的人工的なななな覆砂覆砂覆砂覆砂したしたしたした場所場所場所場所とほぼとほぼとほぼとほぼ同同同同じじじじ底質環境底質環境底質環境底質環境））））

○○○○昭和昭和昭和昭和56565656年年年年とととと平成平成平成平成27272727年年年年のののの底泥底泥底泥底泥のののの強熱減量及強熱減量及強熱減量及強熱減量及びびびび全硫化物全硫化物全硫化物全硫化物のデータとのデータとのデータとのデータと比比比比べるとべるとべるとべると、、、、採取場所採取場所採取場所採取場所はははは異異異異なるもののなるもののなるもののなるものの、、、、湖底環境湖底環境湖底環境湖底環境はははは改善改善改善改善されてされてされてされて

きていることがきていることがきていることがきていることが分分分分かるかるかるかる。（。（。（。（強熱減量強熱減量強熱減量強熱減量 ：：：： 14141414～～～～16%16%16%16% →→→→ 10101010～～～～14%14%14%14% 全硫化物全硫化物全硫化物全硫化物 ：：：： 0.170.170.170.17～～～～0.34mg/g0.34mg/g0.34mg/g0.34mg/g →→→→ 0.070.070.070.07～～～～0.20mg/g0.20mg/g0.20mg/g0.20mg/g））））

覆砂ヤード内及び周辺泥地の強熱減量と全硫化物（Ｈ２７）

（造成前）

上川沖の砂地と泥地における強熱減量と全硫化物（Ｓ５６）

Ｈ２７年度湖沼下層ＤＯ・透明度改善モデル事業（長野県諏訪湖）委託業務報告書
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赤潮対策技術開発試験集(7)、水産庁研究部漁場保全課・長野県水産試験場諏訪支場、昭和57年3月

５ 全国のシジミ漁の実態

○○○○昭和昭和昭和昭和48484848年年年年、、、、平成平成平成平成2222年年年年にににに3333万万万万トントントントン近近近近くあったくあったくあったくあった湖沼湖沼湖沼湖沼のシジミののシジミののシジミののシジミの漁獲量漁獲量漁獲量漁獲量はははは、、、、現在現在現在現在はははは1111万万万万トントントントン未満未満未満未満となっているとなっているとなっているとなっている。。。。

○○○○現在現在現在現在シジミシジミシジミシジミ漁漁漁漁がががが消滅消滅消滅消滅したしたしたした湖湖湖湖はははは霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦浦浦浦、、、、北浦北浦北浦北浦、、、、河北潟等河北潟等河北潟等河北潟等。。。。干拓干拓干拓干拓やややや河口堰河口堰河口堰河口堰のののの建設等建設等建設等建設等によるによるによるによる環境改変環境改変環境改変環境改変によるによるによるによる資源減少資源減少資源減少資源減少がががが原因原因原因原因。。。。

○○○○現在現在現在現在のシジミのシジミのシジミのシジミ漁獲量漁獲量漁獲量漁獲量のののの99%99%99%99%以上以上以上以上はははは汽水湖汽水湖汽水湖汽水湖におけるヤマトシジミにおけるヤマトシジミにおけるヤマトシジミにおけるヤマトシジミ。。。。
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わが国の水産業「やまとしじみ」（社）日本水産資源保護協会 H23.7



６ 八郎潟の事例

○○○○干拓前干拓前干拓前干拓前はははは日本一日本一日本一日本一のののの汽水湖汽水湖汽水湖汽水湖でありでありでありであり、、、、生息生息生息生息していたヤマトシジミはしていたヤマトシジミはしていたヤマトシジミはしていたヤマトシジミは、、、、淡水化淡水化淡水化淡水化によりによりによりにより年々生息量年々生息量年々生息量年々生息量がががが減少減少減少減少。。。。

○○○○昭和昭和昭和昭和62626262年年年年のののの防潮水門工事中防潮水門工事中防潮水門工事中防潮水門工事中のののの台風台風台風台風によりによりによりにより、、、、大量大量大量大量のののの海水海水海水海水がががが湖内湖内湖内湖内にににに流入流入流入流入しししし、、、、ヤマトシジミがヤマトシジミがヤマトシジミがヤマトシジミが大量発生大量発生大量発生大量発生。（。（。（。（平成平成平成平成２２２２年年年年 ：：：： 10,75010,75010,75010,750トントントントン））））

○○○○そのそのそのその後後後後のののの淡水化淡水化淡水化淡水化によりによりによりにより、、、、現在現在現在現在はははは数数数数トンでトンでトンでトンで推移推移推移推移。。。。ヤマトシジミとセタシジミがわずかにヤマトシジミとセタシジミがわずかにヤマトシジミとセタシジミがわずかにヤマトシジミとセタシジミがわずかに生息生息生息生息。。。。

わが国の水産業「やまとしじみ」（社）日本水産資源保護協会 H23.7

6

7 諏訪湖のシジミ分布

○○○○諏訪建設事務所諏訪建設事務所諏訪建設事務所諏訪建設事務所によるによるによるによる漁業者漁業者漁業者漁業者へのヒアリングにへのヒアリングにへのヒアリングにへのヒアリングに基基基基づきづきづきづき、、、、かつてシジミがかつてシジミがかつてシジミがかつてシジミが獲獲獲獲れたれたれたれた浜浜浜浜をををを斜線部斜線部斜線部斜線部でででで示示示示すすすす。。。。

○○○○釜口水門付近釜口水門付近釜口水門付近釜口水門付近からからからから下諏訪町高浜区下諏訪町高浜区下諏訪町高浜区下諏訪町高浜区までのほぼまでのほぼまでのほぼまでのほぼ全域全域全域全域、、、、諏訪市上川河口域諏訪市上川河口域諏訪市上川河口域諏訪市上川河口域、、、、新川河口域新川河口域新川河口域新川河口域などなどなどなど限定的限定的限定的限定的にシジミにシジミにシジミにシジミ浜浜浜浜がががが存在存在存在存在していたしていたしていたしていた。。。。

○○○○またまたまたまた、、、、現在現在現在現在のヒシのヒシのヒシのヒシ繁茂域繁茂域繁茂域繁茂域とかつてのシジミとかつてのシジミとかつてのシジミとかつてのシジミ浜浜浜浜のののの分布分布分布分布についてはについてはについてはについては、、、、特段特段特段特段のののの相関相関相関相関はみられないはみられないはみられないはみられない。。。。

諏訪湖漁業者へのヒアリングによる
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シジミの放流量（成貝）と漁獲量との経年変化の関係

８ 諏訪湖におけるシジミの放流量と漁獲量

○○○○1920192019201920年代年代年代年代からからからから1950195019501950年代初期年代初期年代初期年代初期までのまでのまでのまでの年間年間年間年間はははは、、、、放流効果放流効果放流効果放流効果がががが比較的明確比較的明確比較的明確比較的明確でででで放流量放流量放流量放流量とととと漁獲量漁獲量漁獲量漁獲量のののの相関相関相関相関がみられるがみられるがみられるがみられる。。。。

○○○○1950195019501950年代後半以降年代後半以降年代後半以降年代後半以降、、、、放流量放流量放流量放流量がががが漁獲量漁獲量漁獲量漁獲量をををを上回上回上回上回ることからることからることからることから、、、、湖内湖内湖内湖内でのでのでのでの増殖増殖増殖増殖がががが極極極極めてめてめてめて劣悪劣悪劣悪劣悪であるかであるかであるかであるか全全全全くくくく増殖増殖増殖増殖していないことをしていないことをしていないことをしていないことを示示示示すすすす。。。。

○○○○マシジミのマシジミのマシジミのマシジミの放流放流放流放流がががが中止中止中止中止されたされたされたされた1950195019501950年代半年代半年代半年代半ばよりばよりばよりばより放流量放流量放流量放流量がががが漁獲量漁獲量漁獲量漁獲量にににに勝勝勝勝るようになりるようになりるようになりるようになり、、、、放流効果放流効果放流効果放流効果がががが悪悪悪悪くなっているくなっているくなっているくなっている。。。。
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シジミ漁獲量

シジミ放流量

諏訪湖における主要魚貝類放流量と漁獲量との経年変化の関連（1912-1980） 倉沢 秀夫

８ 諏訪湖のシジミ

○○○○以下以下以下以下、「、「、「、「諏訪湖諏訪湖諏訪湖諏訪湖のののの恵恵恵恵みみみみ－－－－漁業者漁業者漁業者漁業者のののの回想記回想記回想記回想記－」－」－」－」 S62.5S62.5S62.5S62.5発行発行発行発行 小松茂勝著小松茂勝著小松茂勝著小松茂勝著 抜粋抜粋抜粋抜粋。。。。

Ｎ

Ｈ

Ｋ

の

料

理

番

組

に

「

江

上

と

み

」

と

い

う

先

生

が

時

々

出

た

が

、

こ

の

人

が

、

蜆

の

味

は

諏

訪

湖

の

蜆

が

一

番

よ

い

と

言

っ

た

の

を

覚

え

て

い

る

。

諏

訪

湖

の

蜆

の

味

が

如

何

に

良

か

っ

た

か

、

御

理

解

い

た

だ

け

る

と

思

う

。

琵

琶

湖

の

蜆

を

諏

訪

湖

に

放

し

て

、

一

年

間

の

う

ち

に

中

身

が

い

っ

ぱ

い

に

な

り

、

味

が

諏

訪

湖

特

有

の

味

に

変

わ

り

、

・

・

・

諏

訪

湖

に

蜆

を

最

初

に

入

れ

た

の

は

天

保

十

年

頃

と

の

こ

と

で

あ

る

が

、

こ

れ

が

諏

訪

湖

の

蜆

の

元

祖

「

ま

し

じ

み

」

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

普

通

の

浅

い

場

所

の

細

か

い

蜆

採

り

は

ほ

と

ん

ど

や

ら

な

か

っ

た

。

こ

の

時

獲

っ

た

シ

ジ

ミ

は

、

泥

間

に

い

た

蜆

の

た

め

、

殻

は

真

黒

で

、

浅

い

と

こ

ろ

に

い

た

蜆

の

色

と

は

全

然

違

い

、

こ

れ

で

も

蜆

か

と

思

う

よ

う

な

代

物

で

あ

っ

た

。

（

大

正

15
年

頃

の

回

想

）

当

時

、

諏

訪

湖

の

周

囲

は

何

処

で

も

蜆

は

い

た

が

、

・

・

・

若

い

者

は

蜆

採

り

な

ど

や

ら

ず

、

年

寄

仕

事

で

あ

っ

た

。

（

昭

和

10
年

代

の

回

想

）

養

殖

蜆

に

つ

い

て

少

し

書

い

て

み

る

。

・

・

・

種

蜆

は

今

で

も

魚

屋

に

売

ら

れ

て

い

る

よ

う

な

食

用

に

な

る

蜆

を

放

流

し

た

。

仕

入

れ

先

は

琵

琶

湖

の

瀬

田

蜆

で

あ

り

、

春

四

月

、

雪

解

水

が

終

る

頃

に

放

し

、

八

月

頃

か

ら

獲

り

始

め

て

、

年

内

に

全

部

売

り

、

ま

た

翌

年

仕

入

れ

て

放

し

た

。
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９ 諏訪湖の貝類（在来種）

○○○○諏訪湖諏訪湖諏訪湖諏訪湖のののの在来種在来種在来種在来種はははは、、、、12121212種類種類種類種類のののの巻貝類巻貝類巻貝類巻貝類とととと７７７７種類種類種類種類のののの二枚貝二枚貝二枚貝二枚貝。。。。移入種移入種移入種移入種はははは、、、、イケチョウガイイケチョウガイイケチョウガイイケチョウガイ、、、、セタシジミセタシジミセタシジミセタシジミ、、、、ヤマトシジミヤマトシジミヤマトシジミヤマトシジミ。。。。

○○○○マシジミはマシジミはマシジミはマシジミは、、、、古来古来古来古来よりよりよりより大正大正大正大正10101010年年年年（（（（1920192019201920））））頃頃頃頃まではまではまではまでは、、、、漁獲物水揚量漁獲物水揚量漁獲物水揚量漁獲物水揚量のののの第第第第１１１１～～～～２２２２位位位位をををを占占占占めていたがめていたがめていたがめていたが、、、、乱獲乱獲乱獲乱獲とととと湖湖湖湖のののの富栄養化富栄養化富栄養化富栄養化のためのためのためのため減少減少減少減少。。。。

○○○○以後以後以後以後、、、、琵琶湖産琵琶湖産琵琶湖産琵琶湖産のセタシジミをのセタシジミをのセタシジミをのセタシジミを大量移入大量移入大量移入大量移入（（（（昭和昭和昭和昭和20202020年代中頃年代中頃年代中頃年代中頃～～～～昭和昭和昭和昭和40404040年代初期年代初期年代初期年代初期までまでまでまで））））するがするがするがするが、、、、琵琶湖産琵琶湖産琵琶湖産琵琶湖産セタシジミのセタシジミのセタシジミのセタシジミの減産減産減産減産によりによりによりにより、、、、

昭和昭和昭和昭和40404040年以後年以後年以後年以後はヤマトシジミはヤマトシジミはヤマトシジミはヤマトシジミ（（（（利根川産利根川産利根川産利根川産、、、、桑名産等桑名産等桑名産等桑名産等））））のみとなっているのみとなっているのみとなっているのみとなっている。。。。

在来種在来種在来種在来種

移入種移入種移入種移入種

オオタニシ、マルタニシ、ヒメタニシ、マメタニシ

カワニナ、タテヒダカワニナ、チリメンカワニナ

サカマキガイ、ヒメモノアラガイ、モノアラガイ

ヒラマキミズマイマイ、カワコザラ

イシガイ、カラスガイ、ドブガイ

マルドブガイ、マツカサガイ

マシジミ、ドブシジミ

巻貝類巻貝類巻貝類巻貝類 二枚貝二枚貝二枚貝二枚貝

イケチョウガイ

セタシジミ、ヤマトシジミ

二枚貝二枚貝二枚貝二枚貝
巻貝類巻貝類巻貝類巻貝類

諏訪湖の魚介類相の変遷と移植放流種について 倉沢秀夫 山本雅道 沖野外輝夫
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10 諏訪湖の漁獲量の推移

○○○○ワカサギはワカサギはワカサギはワカサギは昭和昭和昭和昭和40404040年代後半年代後半年代後半年代後半にににに300300300300トンをトンをトンをトンを超超超超えることがあったがえることがあったがえることがあったがえることがあったが、、、、そのそのそのその時期時期時期時期をピークにをピークにをピークにをピークに減少傾向減少傾向減少傾向減少傾向。。。。近年近年近年近年はははは20202020トントントントン台台台台でででで推移推移推移推移。。。。

○○○○コイはコイはコイはコイは70707070トントントントン以上以上以上以上、、、、フナはフナはフナはフナは100100100100トントントントン以上採以上採以上採以上採れるれるれるれる時期時期時期時期があったががあったががあったががあったが、、、、ここここここここ数年数年数年数年はははは数数数数トントントントン程度程度程度程度。。。。

○○○○えびはえびはえびはえびは昭和昭和昭和昭和30303030年年年年にににに15151515トンをトンをトンをトンを超超超超えていたがえていたがえていたがえていたが、、、、ここここここここ数年数年数年数年はははは１１１１トントントントン未満未満未満未満。。。。

○○○○貝類貝類貝類貝類はははは昭和昭和昭和昭和25252525年年年年にはにはにはには200200200200トントントントン超超超超のののの漁獲漁獲漁獲漁獲があったががあったががあったががあったが、、、、近年近年近年近年はははは漁獲漁獲漁獲漁獲がないがないがないがない状況状況状況状況がががが継続継続継続継続しているしているしているしている。。。。
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